
倉敷市保健所 健康づくり課

自然に健康になれる食環境づくり
「くらしき３ベジプロジェクト」の推進について

歯科衛生士 家守 己恵子



【各地区の特徴】

●倉敷地区・・・文化観光の町

●児島地区・・・繊維の町

●水島地区・・・工業の町

●玉島地区・・・果物が特産の町

●真備地区・・・筍、果物が特産の町

人口 世帯数 高齢化率 出生

478,651人
（R４.３月末現在）

216,756世帯
（R４.３月末現在）

２７.８％

（R４.３月末現在）

3,815人

合計特殊出生率

１.５５
（R３年）

倉敷市の概要

白壁のまち倉敷美観地区

国産ジーンズの聖地児島

瀬戸内海のきれいな景色など、

見所満載！



食の安全
・安心

健康増進計画 食育推進計画

健康増進計画栄養分野と食育推進計画の食を通じての健康づくりの
指標や目標値を同一とし、一体的に推進！

健康寿命の延伸

食を通じての
健康づくり

両計画の中でH28から糖尿病予防を強化

運 動

食の知識・体験

倉敷市健康増進計画と倉敷市食育推進計画を一体的に推進！

食文化の継承
・交流

歯の健康
休 養

健康管理

タバコ・アルコール

栄 養
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④ 健康増進計画と食育推進計画検討会
（庁内関連部署職員）

保健福祉局・市長公室・総務局・企画財政局・文化産業局・環境リサイクル局・教育委員会

の職員、歯科衛生士・栄養士・保健師

⑤ ワーキンググループ会議
（保健所及び各保健推進室担当者）

歯科衛生士・栄養士・保健師・事務職（必要に応じ）
③ 事務局

（倉敷市保健所

健康づくり課）

歯科衛生士・栄養士

保健師・事務職 ⑥ 倉敷・水島・児島・玉島・真備地区推進会議
（関連団体・市民・各保健推進室）

保健師・栄養士・歯科衛生士（必要に応じ）

両計画審議会以外はすべて一体となった推進体制

すべての会議に３職種が参加



国の「健康寿命延伸プラン」に基づき「自然に健康になれる食環境づくり」の取り組みとして、
「くらしき３ベジプロジェクト」を令和３年度より開始。健康無関心層を意識しながら、全ての人
にとって身近かつ重要な「食」、住民の声からも課題の多い「食」を切り口として、糖尿病予防
に加え、本市において有病率の高い「高血圧症」予防を強化することとなった。

)



糖尿病予防 高血圧症予防

◆摂取エネルギー量を適正に ◆減塩

◆野菜・海藻・きのこ摂取の増加
野菜から食べる

→野菜・海藻等に多く含まれる食物繊維は
糖の吸収を遅らせるので、血糖値の急激
な上昇を抑える。

◆よく噛んでゆっくり食べる

→野菜・海藻等をよく噛んでゆっくり食
べることで、食べ過ぎを防ぎ、肥満
防止につながる。

◆野菜摂取の増加（１日350g）

→野菜には、体の余分なナトリウムを排出
させるカリウムが多く含まれている。
毎食に必ず野菜一品追加を目標に。

◆脂肪や糖質を控えめにする

→糖質は血糖値を上昇させ、摂りすぎは脂

肪として蓄積される。

◆適正体重の維持

→肥満は高血圧を招きやすい。

◆ 健康課題：糖尿病予防に加え、有病率の高い「高血圧症」予防の強化が必要。

その１ 歯科衛生士・栄養士・保健師で倉敷市の健康課題を確認！



自然に健康になれる食環境づくり
「くらしき３ベジプロジェクト」



「ベジわん」の効果

野菜を一番に食べることで・・・

野菜に含まれる食物繊維が糖質の吸収を遅らせるので
血糖値の急激な上昇を抑え、糖尿病予防につながる。

糖尿病患者における食品摂取順序のちがいによる食後血糖値（A）およびインスリン値（B）

●：野菜→米飯
〇：米飯→野菜

野菜から食べる「食べる順番」の効果 大阪府立大学地域保健学域 教授 今井佐恵子 より



「ベジもぐ」の効果

よく噛んでゆっくり食べることで・・・

肥満予防につながる。

よう噛んだら
えんじゃなあ！！

厚生労働省 e-ヘルスネット より引用



よく噛んでゆっくり食べることで・・・

🍅早食いを防止し、満腹感が得られやすくなるため、食べすぎ・
ドカ食いの防止になります。

🍅脳の視床下部からホルモンが分泌され食欲を抑制します。

🍅交感神経が刺激され、代謝が活発になり、 消費エネルギーが
増加します。

🍅ゆっくり味わうことで、うす味・適量で満足感が得られます。

「ベジもぐ」の効果



噛むことは、よいことがいっぱい！！



「ベジもり」の効果

野菜をたくさん（1日３５０ｇ）食べることで・・・

体重コントロールに重要な役割があり、
糖尿病予防につながるばかりでなく、
野菜に含まれるカリウムがナトリウムの
排出を促し、高血圧症の予防につながる。

野菜をぎょうさん
食べよ～や～！！

※腎臓病などで、カリウム制限のある方は 医師の指示に従ってください。



●何のためにするの？“目的の確認”

●どこを目指すの？“あるべき姿”
【大目標】健康寿命の延伸 ・ QOLの向上
【中目標】生活習慣病（糖尿病・高血圧症）予防
【小目標】野菜摂取を切り口とした望ましい食習慣の定着

●どこへアプローチする？“内部・外部との連携”

●進捗状況の確認はどうする？“評価方法”
ストラクチャー評価・プロセス評価・アウトプット評価・アウトカム評価

それぞれの役割の確認

その２ ３職種で見える化！振り返り確認できるものが必要！

同じ目標に向かって
それぞれの
役割を担う

●どうすると効果的に推進できる？“費用対効果”
既存事業の活用や現在の関係性を活かした大学や関連団体との協働による推進



背景・目的

目 標

実施計画
（内容）

給 食
中 食
外 食
地域支援

評価計画

ストラクチャー
プロセス
アウトプット
アウトカム

アウトカム評価（結果）

成果の数値目標に対する評価

（長期）・小・中学生の肥満児童の割合

（短期）・ホームページの閲覧数

　　　　・インスタグラムの閲覧数

　　　　・連携先や対象者の意識や行動の変化

　　　　　＜保育園（食の部会）、事業所（東京製鐡）

　　　　　　スーパー（イオン）、推進店（モデル店舗）＞

　※取り組みが反映しやすいターゲット層に絞っての評価

事業の目的・目標の達成度

〈保育園〉　　・園（食の部会）の研究テーマに位置づけられる。

　　　　　　　・園・小中学校の献立に取り入れられる。

〈小・中学校〉・学校の食育指導計画に位置づけられる。

〈事業所〉　　・事業所内で３べジを自主的に展開できる。

〈学生会議〉　・学生の声を生かした取り組みが展開ができる。

　　　　　　　・学生から自主的な発信ができる。

〈外食〉　　　・関連団体と連携しての協力店制度の推進状況。

〈市民モニター・事業参加者へのアンケートによる評価項目〉

・事業の認知度(①)、野菜摂取に関する意識(②～⑤)

①「３ベジ」という内容を知っているか

②野菜摂取が生活習慣病予防につながることを知り、

　野菜を食べるように努めているか

③食事をする時に一口目に野菜を食べているか

④よく噛んでゆっくり食べているか

⑤一日の野菜摂取量はいくらか

⑥適正体重：標準の人の割合

⑦主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を１日２回以上食べているか

⑧なんでもかんで食べることができるか

⑨歯の本数（50歳代で24本以上自分の歯を持っているか）

⑩過去１年間に歯科検（健）診を受診しているか

⑪歯周病が全身の病気（糖尿病など）に関係することを知っている人の増加

市民モニターアンケートで毎年とり、計画策定時、中間評価、最終評価時に市民3000人ア

ンケートを実施する。また、同内容のアンケートを事業対象者にも実施し、両方で評価をす

る。

くらしき３ベジプロジェクト推進に期待するの効果

【べじわん】糖尿病予防：血糖値の急激な上昇を抑える

【べじもぐ】糖尿病予防：よく噛んでゆっくり食べることで肥満予防から適正体重の維持向上

　　　　　　高血圧予防：よく噛んで味わうことで薄味でも美味しく食べられる（減塩につながる）

　　　　　　※よく噛むために歯の本数の維持（むし歯や歯周病予防）、口腔機能の維持向上（オーラルフレイル予防）をすることで、なんでも噛んで食べることができQOLの向上にも繋がる。

【ベジもり】糖尿病予防：野菜摂取量の増加による体重コントロールで適正体重の維持向上

　　　　　　高血圧予防：野菜に含まれるカリウムや食物繊維がナトリウムの排出を促す。

　

　令和元年度の倉敷市健康増進計画「健康くらしき２１・Ⅱ」ワーキンググループ会議及び各地区推進会議において、様々なデータ（人口動態保健所・市町村別統計、市町村別標準化該当比マップ、ＫＤＢ等の分析）から、地区の状況や課題の把握・整理を行ったところ、倉敷市で

は、「不適切な生活習慣の積み重ね」がきっかけとなり、「生活習慣病予備群」「生活習慣病」になっているものの、多くの方が、運動や食事などの習慣を変えることなく生活されている状況にあることが分かった。そして、中間評価以降、これまで取り組んできた「糖尿病」に加

えて、特に有病率の高い「高血圧症」に取り組むことを第一優先課題とし、特に健康づくりに関心の向きにくい方への働きかけを強化していくこととした。

　健康課題の解決に向けて、健康づくりの意識向上や生活習慣改善・行動変容への働きかけは継続して行うが、令和元年5月に厚生労働省が策定した「健康寿命延伸プラン」にもあるナッジ理論等を活用した「自然に健康になれる環境づくり」の取り組みをあわせて推進し、市民が

暮らす環境のなかに自然に健康な運動や食事ができる環境を整えていくこととした。運動については、平成３０年度から実施しているくらしき健康応援事業で既に取り組んでいるため、「食事」に関する取り組みを強化していく。具体的には、糖尿病・高血圧症等の生活習慣病予防

と関連がある「野菜摂取」を切り口とした取り組みを行い、糖尿病や高血圧症の発症予防・重症化予防を行うことにより、市民の生活の質の向上と健康寿命の延伸を目的とする。

評

価

方

法

ストラクチャー評価（構造） プロセス評価（過程） アウトプット評価（事業実施量）

企画に関する評価の視点

・健康課題と目的が一致しているか、

　課題の優先順位は妥当か

実施・連携体制に関する評価の視点

・課内、関連部署、学校・園、関係機関等との

　連携体制

・取り組み先の適切性

目的や目標の達成に向けた過程

・協働し推進する先の理解度

・取り組みの手段や手順

・取り組みの達成状況

・活動内容の妥当性：対象者、実施時期、

　周知方法、頻度、プログラム構成等

サービスの実施量

・３ベジを啓発した園・学校数＋人数

・３ベジを啓発した事業所等数＋人数

・３ベジを啓発したイベントの参加数

・３ベジを啓発した健康教育での人数

・学生会議（開催回数・人数）

・産・学・官連携事業（回数・参加者数）

・協力店制度（協力店数）

実

施

計

画

（

内

容

）

　野菜摂取「３べジ」（べジわん：野菜を最初に食べる・べジもぐ：野菜をよく噛んで食べる・べジもり：野菜をたくさん食べる）の普及啓発を通して、自然に健康になれる食環境づくりを推進する。

　推進にあたっては、各種関連団体、職域、保育・幼稚園・学校、市関係部署と連携し、給食、中食、外食での展開を図る。

食生活の形態 取り組み先 協働、働きかけを行う団体 協働、働きかけを行う関係課 方法

外食 飲食店・食堂 食品衛生協会、商工会議所、倉敷観光コンベンションビューロー
生活衛生課、農林水産課、

観光課、商工課

給食

保育園・こども園・幼稚園 倉敷市保育協議会 保育・幼稚園課

地域支援

スーパー・コンビニ 市内小売店本部、その他地域の関連団体

弁当屋・惣菜店 食品衛生協会 生活衛生課、障がい福祉課

中食

商工課、農林水産課

くらしき互近助パントリープロジェクトとの

連携

倉敷市社会福祉協議会、互近助パントリーサポーター（社会福祉法人、

地域活動団体など）※Ｒ３.9.21現在5８施設

一般廃棄物対策課、各保健推進室、

福祉援護課、地域包括

地域の関連団体との連携（広く市民へ）
倉敷市健康増進計画審議会委員所属団体、倉敷市食育推進会議委員所属団体、

各地区推進会議　等

両計画検討会構成課、

各保健推進室　等

自然に健康になれる食環境づくり～くらしき３べジプロジェクト～　

背

景

・

目

的

目

標

【大目標】健康寿命の延伸　・　QOLの向上

【中目標】生活習慣病（糖尿病・高血圧症）予防

【小目標】野菜摂取を切り口とした望ましい食習慣の定着

・食育旗や食育動画、３ベジソング（３ベジダンス含む）等の媒体を活用した啓発

・産（スーパー・コンビニ）・学（市内栄養士養成大学）・官での取り組みを実施

・市内３大学へアイディア募集を行い、大学生の声を活かした取組を実施する。(学生会議）

・店頭へのレシピ設置やメルマガやホームページ等によるレシピ配信

・取り組みを広報くらしき等で紹介

・SNS、ホームページ等を活用した情報の発信

小学校・中学校 倉敷市小学校長会、倉敷市中学校長会 保健体育課

事業所（企業） 商工会議所 商工課

３ベジ学生会議 川崎医療福祉大学、くらしき作陽大学、岡山学院大学　及び　当大学学生

大型商業施設 大学

参考にするもの

・健康寿命 ・主観的健康感

・ヘモグロビンＡ１Ｃ≧５.６の人の割合(KDBシステムデータ)

・収縮期血圧≧１３０の人の割合(KDBシステムデータ)

・拡張期血圧≧８５の人の割合(KDBシステムデータ)

・糖尿病と高血圧症の医療費の変化

※着実に推進していくために、４職種の関係者間で、方向性がぶれないよう目的や課題、方向性等を振り返り確認できるものを作成。



【担当者用】自然に健康になれる食環境づくり「くらしき３ベジプロジェクト」の推進における主な連携・協働のプロセス評価ものさし（案）

①
保育園・こども園・幼稚園での推進に向けて
関係部署や関連団体と連携し推進できているか。

② 保育園・こども園・幼稚園と連携し推進できているか。

③
小学校・中学校での推進に向けて
関係部署や関連団体と連携し推進できているか。

④ 小学校・中学校と連携し推進できているか。

⑤ 事業所（企業）と連携し推進できているか。

⑥
大型商業施設と連携し推進できているか。

（産学官連携）

⑦ スーパー・コンビニと連携し推進できているか。

⑧ 弁当屋・惣菜店と連携し推進できているか。

外食 ⑨ 飲食店・食堂と連携し推進できているか。

⑪
若い世代（学生）の声を生かした推進ができているか。
(学生会議）

⑫ 互近助パントリーと連携し推進できているか。

※　担当者が変わっても、目的や方向性がぶれず継続実施するために、担当者内で確認する用のものさしを作成。今後、連携先とも確認できるものさしを検討する。

地域の関連団体と連携し推進できているか。
⑩

歯科医師会に働きかけを行い、
理解が得られる。

推進に向けて、共に検討できる。
地区の現状や課題を踏まえ、連携した
取り組みができる。

主体的に地域の現状や課題を踏ま
えた取り組みができる。

全地区で、主体的に地域の現
状や課題を踏まえた取り組みが
できる。

愛育委員会に働きかけを行い、
理解が得られる。

推進に向けて、共に検討できる。
地区の現状や課題を踏まえ、連携した
取り組みができる。

主体的に地域の現状や課題を踏ま
えた取り組みができる。

全地区で、主体的に地域の現
状や課題を踏まえた取り組みが
できる。

項目（視点） 質　　　問

段　　　　階

判断した理由 留意事項
1 2 3 4 5

給食

関連部署や関連団体に働きかけを
行い、理解が得られる。

推進に向けて、関連部署や関連団体
と共に検討できる。

関連部署や関連団体のたより等で発
信できる。

園の献立や食の部会の研究テーマ
に位置付けられる。

関係部署や関連団体が主体的

に3ベジの実践につながる取り
組みができる。

関連部署や関連団体に働きかけを
行い、理解が得られる。

推進に向けて、関連部署と共に検討で
きる。

関連部署のたより等で発信できる。

園に働きかけを行い、理解が得ら
れる。

推進に向けて、保育園・こども園・幼稚
園と共に検討できる。

３ベジの啓発に取り組む園がある。
（１つでも）

３ベジの啓発に取り組む園が増え
る。（５０％）

３ベジの啓発に取り組む園が増
える。（80％）

学校の献立や指導計画に位置付け
られる。

関係部署や関連団体が主体的
に3ベジの実践につながる取り

組みができる。

小学校・中学校に働きかけを行い、
理解が得られる。

推進に向けて、関連部署や関連団体
と共に検討できる。

３ベジの啓発に取り組む学校がある。
（１つでも）

３ベジの啓発に取り組む学校が増
える。（４０％）

３ベジの啓発に取り組む学校が
増える。（６０％）

事業所に働きかけを行い、理解が

得られる。

健康経営の観点を踏まえ、事業所ごと

の健康課題や環境に合わせた啓発方
法を共に検討できる。

３ベジの啓発に取り組む事業所があ

る。（１つでも）

３ベジの啓発に取り組む事業所が

増える。（５事業所以上）

健康経営の観点を踏まえ、事業
所が健康課題や環境に合わせ

た啓発を自主的に行うことがで
きる。

中食

産学官が連携した推進に向けて、

大学や企業に働きかけ、理解が得
られる。

行政から大学や企業に向け意見を提

案する。

大学や企業から主体的な意見が得ら

れる。

大学や企業の意見を取り入れた事

業が実施できる。

企画から評価まで大学や企業と

共に行い、大型商業施設で事業
を実施できる。

食品売り場での啓発に向けて、説

明を行い、理解が得られる。
推進に向けて、共に検討できる。

３ベジの啓発に取り組むスーパーやコ

ンビニがある。

３ベジの啓発に取り組むスーパー

やコンビニが増える。（１０店舗）

３ベジの啓発に取り組むスー

パーやコンビニが増える。
（５０店舗）

野菜を取り扱うパントリーで連携した

取り組みが実施できる。（１つでも）

関連部署や関連団体に働きかけを
行い、理解が得られる。

関連団体と推進に向けて（制度化
等）、共に検討できる。

制度を開始し、関連団体と連携し、飲
食店等に事業を広く周知できる。

協力店と連携した取り組みが実施
できる。

協力店の取り組みを発信し、取
り組み店を拡大することができ

る。（５０店舗）

地域支援

栄養改善協議会に働きかけを行
い、理解が得られる。

推進に向けて、共に検討できる。
地区の現状や課題を踏まえ、連携した
取り組みができる。

主体的に地域の現状や課題を踏ま
えた取り組みができる。

関連団体に働きかけを行い、

理解が得られる。
推進に向けて、共に検討できる。

全地区で、主体的に地域の現
状や課題を踏まえた取り組みが
できる。

大学および大学生に働きかけを行
い、理解が得られる。

推進に向けて共に検討できる。
（学生会議立ち上げ）

大学生から主体的な意見が得られ
る。

学生から周囲への取り組みの発信
ができる。

若い世代（学生）の声を生かした
推進ができる。

野菜を取り扱うパントリーで連携し

た取り組みが増える。（拠点）

主体的に野菜を取り扱うパント
リーで連携した取り組みが増え

る。

食品売り場での啓発に向けて、説
明を行い、理解が得られる。

推進に向けて、共に検討できる。
３ベジの啓発に取り組むスーパーやコ
ンビニがある。（１つでも）

３ベジの啓発に取り組むスーパー
やコンビニが増える。（１０店舗）

３ベジの啓発に取り組むスー
パーやコンビニが増える。

（５０店舗）

働きかけ・しかけづくり

協働した取り組みに向けて検討中

協働した取り組み実施・継続

目標達成（令和5年度に目指す姿の達成）

主な連携・協働のプロセスを
植物の成長過程に見立てて
表にしました。給食

中食

外食

地域
支援

その３ プロセス評価を見える化！確認できるものが必要！



目 的

この事業の中での歯科保健のねらい
糖尿病予防と連動し歯周病の重症化予防を進める必要があったことや、噛むことから
オーラルフレイル予防を効果的に行うという目的も含め、この事業を活用し推進している。

目 標 【べじもぐ】糖尿病予防：よく噛んでゆっくり食べることで肥満予防から適正体重の維持向上
高血圧予防：よく噛んで味わうことで薄味でも美味しく食べられる（減塩につながる）
※よく噛むために歯の本数の維持（むし歯や歯周病予防）、口腔機能の維持向上
をすることで、なんでも噛んで食べることができQOLの向上にも繋がる。

・よく噛んでゆっくり食べているか
・なんでもかんで食べることができるか
・歯の本数（50歳代で24本以上自分の歯を持っているか）
・過去１年間に歯科検（健）診を受診しているか
・歯周病が全身の病気（糖尿病など）に関係することを知っている人の増加

評価内容

歯科医師会と歯科衛生士会と振り返り確認する場が必要！

歯科保健推進会議
メンバー：歯科医師会（健康増進計画と食育推進計画審議会委員・各歯科医師会会長もしくは副会長・

公衆衛生担当理事）歯科衛生士会、関連部署（必要に応じ）、
健康づくり課（歯科衛生士・課長・食育推進計画担当栄養士・健康増進計画担当保健師）



今年度の内容：・健康増進計画・食育推進計画の進捗状況、評価、次期計画について
・くらしき３ベジプロジェクトの推進について
・歯科保健事業の振り返りなど

・よく噛んでゆっくり食べているか
・なんでもかんで食べることができるか
・歯の本数（50歳代で24本以上自分の歯を持っているか）
・過去１年間に歯科検（健）診を受診しているか
・歯周病が全身の病気（糖尿病など）に関係することを知っているか

計画の評価指標と
３ベジ（ベジもぐ）の評価指標を
同一にして展開！

【ベジもぐ】よく噛むために歯の本数の維持（むし歯や歯周病予防）、口腔機能の維持向上をすることで、
なんでも噛んで食べることができQOLの向上にも繋がる。

評価内容

（%）

R４「健康くらしき２１・Ⅱ」最終評価アンケート（２０～６４歳・高齢者）R4「健康くらしき２１・Ⅱ」最終評価アンケート（高齢者）

歯科保健推進会議



そうだ！健康に関心が向きにくい、若い世代のことは若い世代へ聞こう！

他の学校と関われるのは魅力的だと思った！アイデアを実現させたい！

令和４年３月 第１回 ３ベジ学生会議スタート令和３年1２月 ３ベジ学生会議メンバー募集

市内３大学（川崎医療福祉大学、くらしき作陽大学、岡山学院大学）へ学生のアイデア募集を行った。
そして、アイデア実現、学生自身の３ベジの実践、周りの若い世代等への情報発信を目的に、
「３ベジ学生会議」を立ち上げた。

令和３年２月 市内３大学へアイデア募集

約２００点の
斬新な

アイデア！

１８名の学生が
応募！

コロナ禍によりZoomで会議！
次回はぜひ対面で♪

動画やSNS（＃３ベジ）で発信！売場のPOPを工夫！

足型で野菜売り場を案内！
無関心層（ジムやサッカースタジアム等）で出店して啓発できたらいいなあ！

その４ 実施に向けて！効果的な対象者を考える



そもそも無関心層へアタックするのってどこが効果的かなあ？！

学生考案

足跡をたどると
野菜売り場へ

やっぱり商業地がいいよね。産・学・官連携事業を強化しよう！

シール

学生考案

野菜のベジもぐポップ

中食の展開例



学校保健委員会での３ベジデビュー（都窪歯科医師会学校歯科医との連携）

【事前に学校でアンケート調査を実施】 【保健所歯科衛生士と学校歯科医等からの情報提供】

【学校保健委員会
終了後にPTAが
お便りを作成し
全学年に配布】

給食の展開例



児島歯科医師会
歯科衛生士会

歯科技工士会

栄養改善協議会

愛育委員会

児島歯科医師会、歯科衛生士会、技工士会、栄養改善協議会、愛育委員会が

協働しての啓発

地域支援の展開例



【イベントでの啓発】 【２歳児歯科健康診査での啓発】

地域の健康づくりボランティア栄養委員や愛育委員と連携しての啓発

若い世代へ対して噛むことの
大切さについて啓発強化



働き世代

学校園のこども

子育て世代

外食利用層

中食利用層

給食による波及 外食による波及

中食による波及

広く市民へ！

「くらしき３ベジプロジェクト」の展開

音楽学部を有する大学とコラボし、ソングを作成。
保育園の保育士とコラボし、振り付けを考案！



健康長寿課

学校給食新聞

M a d e  i n  く ら しき×地 産 地 消 ×３ ベ ジ

商工課 農林水産課 健康づくり課

保健体育課

「大学生による啓発」

健康増進計画及び食育推進計画に関連する部署と庁内検討会議の中で、３ベジの推進についてGWの中で検討。
その後、具体的な内容については、顔の見える関係を築きながら実施可能なところから連携を進めている。
会議においては、意見がでやすい雰囲気づくりを心掛けている。また会議後には、関連部署とも報告書を共有
するなど、担当者が変わっても継続できるよう、繰り返し目的や方向性等の確認を行っている。

その５ 顔を合わせて検討！確認できるものが必要！



（審議会の資料）

担当者が変わっても、
スムーズに継続し
実施していくために、
毎年の両計画の報告書
及び計画書を作成し、
両計画の審議会において
報告することを位置づけ
ている。



課題や今後の展望
課 題

・連携先とお互いにメリットのある事業展開を検討することが難しい（３ベジ協力店制度の推進）。

・顔の見える関係づくりを行うには、時間を捻出すること等マンパワーの問題がある。

・関連団体によっては、何度も繰り返し説明することが必要だったりするため、職員のモチベーションを維持すること
が難しい。

・健康格差の縮小には、小・中学校との連携が有効であると思われるが、理解や環境等に差があり、一律に推進
するのは難しい。

・歯科医師会等との推進について検討する機会を何度も設けることが難しいため、効果的な会議の在り方が必要。

今後の展望

・環境づくりを整備する上では、外食産業への働きかけが重要であると考えているが、関連団体との検討の結果、
一気に展開するにはリスクがあるため、モデル的に取り組み、共に今後の展開を検討する。

・成果や課題を見える化するなど、わかりやすく共有しやすい会議資料を工夫する。

・学校はできるところから。展開しやすい啓発媒体（ソングや踊り）の効果的な発信方法を検討。

・組織育成については、楽しくやりがいがある、存在価値を感じるなど、モチベーションの向上に配慮したかかわり方
や働きかけを工夫する。

あせらず、足元を固め、できるところから少しずつ着実に！

・地域のボランティア団体の活動が必要ではあるが、社会背景や環境の変化により組織育成が難しい。

職員が楽しむ！

・健康無関心層へのアプローチが有効であると感じる「産・学・官連携事業」を強化する。

PDCAを意識して！


